
1 

 

第 55 回 BS12 トゥエルビ放送番組審議会 議事概要 

 

◼ 開催日時 2023 年 1 月 26 日(木) 13：00～15：00 

 

◼ 開催場所 オンライン会議 

 

◼ 委員：総数 9 名 

出席（9 名） 

委 員 長：石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長：勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員：古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委  員：菅谷  実（慶應義塾大学 名誉教授） 

委 員：山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員：伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員：坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

委 員：臼田 誠次郎(元日本工営㈱代表取締役副社長) 

委 員：小林 千寿（日本棋院 棋士） 

 

◼ 放送事業者側出席者 

代 表 取 締 役 社 長：須磨 直樹 

社 長 補 佐：中林 裕士 

編 成 部 長：清水 友明 

編成部プロデューサー：横山 直子 

管 理 本 部 長：園田 誠 

リスクマネジメント部長：西村 和晃 

事 務 局：尾上 一也 

 

◼ 議事概要 

代表取締役社長挨拶（事業概要説明） 

 

議題 1 諮問事項「民放連放送基準」一部改定に伴う当社放送基準の改定について 

一般社団法人日本民間放送連盟（民放連）の放送基準が一部改正されることに伴い、同基

準を準用している当社の「番組の編集の基準」を改定することにつき、資料を基に内容を説

明。放送法に基づき放送番組審議会に諮問した。放送番組審議会は改正内容に異議はないと

し、改正は妥当であると答申した。 
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議題 2 2023年 1月以降の番組編成内容について 

「プログラムガイド（2023 年 1･2･3 月）」及び番組宣伝動画に基づき、2023 年 1 月以降の番

組編成内容について清水編成部長より説明があった。これに対して、委員から質問とコメン

トが出された。質問に対しては、事業者側が回答し、コメントについては、適宜、今後の番

組編成に活かしていくこととした。 

 

議題 3 審議番組 「BS12 スペシャル『わたし コロナ禍 保健師になりました。』」について

審議番組について、ダイジェスト版を視聴後、合評を行った。 

委員からの主なコメントは次の通りである。 

 

・ 番組を通じて主人公のまじめで真摯な対応には好感が持てる。保健師に鞍替えし、一人

の人生に長くかかわっていきたいというひたむきな努力をする話は、コロナ禍の有無に

関係なく成立するもので、番組タイトルでコロナ禍と謳った意図がはっきりしない。コ

ロナ禍以外でもこんなにやりがいのある仕事があると受け止め、コロナ対応で忙しいの

ではなく、それ以外にも大事な仕事があるという意図でコロナ禍とタイトルに使用した

ものと理解するが、共感はできなかった。 

・ 保健師の仕事の素晴らしさ、幅広さを伝えた番組でとても有意義であった。このような

サービスが行政にあることを知らせていただいたことは大変良い。今起きている危機に

微力ながら自分が何かできないかというところに共感した。しかし言葉足らずのところ

も多かったのではないかと思う。保健師、介護士、看護師の違い、機関としては保健所

と保健センターの違い、児童相談所と自立支援センターの違いなどを知りたかった。特

にポジティブな事例を取り上げていたが、児童虐待やネグレクトの発見など責務はとて

も大きいと思うので、その役割分担であるとか、縦割り行政の問題点への提言など、も

う少し掘り下げて取材されたほうが良かった。 

・ このような方々の活躍は我々があまり目にすることはないのでとても勉強になる。医療

崩壊が多く言われていたが、医療関係者のその後についてあまり話題に上がらなくなっ

ており、改めて見直すためにも良かったと思う。 

・ 看護師と保健師の違い、看護師資格と保健師資格の両方がなければ保健師になれないこ

と等、基本的な情報を最初に入れていただければこの番組が見やすくなったのではない

か。医療についてはわからないことが多いので、保健師、看護師、医師、医療の縦割り

と横の関係に特化して番組を作られると BS12 としての差別化になるのではないか。 

・ 番組タイトルにコロナ禍というワードが使われていること、番組冒頭で奈良県のコロナ

感染状況、及び公務員の過労死のラインを超えているという情報、映像等、視聴者にイ

ンパクトを与えるシーンがあり、コロナ禍に保健師となり切迫した中でご苦労されてい

るという内容を想像したが、コロナに関するものはワクチン接種のシーンのみで、番組

タイトル、冒頭のシーンとの構成に違和感を覚えた。保健師の業務は地味だが大事な仕
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事であることに感激したが、内容のまとめ方を工夫されてるともっと良かったのではな

いか。 

・ 番組タイトルと内容が一致しておらず、コロナと保健師の必然性について結びついてい

なかったのではないか。看護師 8 年超、保健師 1 年の経験の割には頼りなく自信無げに

映った。1 年程度では一人前になれないというような意図的な撮影であったのか、この

方を取材した意図はどこにあるのか疑問に思った。ドキュメンタリーとしては重い課題

を社会に投げかけるものがあると思っていたが、物足りなさを感じた。 

・ コロナ禍の大変な時に保健師という仕事に飛び込んでいった女性の働きぶりのドキュメ

ンタリー番組であると素直に受け止めた。保健師と看護師の違いも知らなかったが、家

庭を持っていながら人の人生に関わる大変な仕事を引き受けた女性の生き方を表現した

かったのだろうと思う。しかし取材した保健師が専門家として踏み込んだ行動ができな

かったことに歯がゆさを覚えた。 

・ 番組をご覧になる一般の方々には資格や業務についてのわかりやすい説明があったほう

が良かったのではないか。また一人の人をフォローすると全体的に平板になりやすいが、

訪問先や仕事を見ていくことで平板に陥ることを避けようとする努力を感じた。タイト

ルにあるコロナ禍は、コロナ下であると感じてており、タイトルの付け方は難しいと感

じる。 

 

以上 


